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大募集！大募集！大募集！大募集！表ページで述べた考え方から、子どもたちを育てるための「学校応援団」を作ります。ついては、ボランティアとして団員になっていただけないでしょうか？昔は、年齢の異なる子どもの群れ遊びがあり、大人と子どもがふれあう機会が日常的にあり、地域の人たちも、この子はどこの誰の子かをご存じでした。今は、それを意図的に作っていく必要があります。そのための「学校応援団」です。次のようなボランティアを募集します。
◆見守りボランティアたとえば次のような仕事が考えられます。○子どもたちの登下校を見守り、声をかけてくださる。○学校周辺を散歩してくださる。（学校にきてくださって、教室をのぞいていただいても結構です。）※ 従来、民生児童委員の方々やそのＯＢの皆様が、スクールガードとして子どもたちを見守ってくださっていましたが、その数は22名と少数で

す。子どもの安全確保のため、子どもを見る目をもっと多くしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。
◆クラブボランティア○子どもたちと一緒にクラブ活動をしてくださる。※ 本年度新しく募集します。子どもたちと一緒に活動して、顔見知りになってくだされば幸いです。（クラブの内容と、活動日は別紙を参照ください。来られる日のみの参加で結構です。）
◆環境整備ボランティア○様々な得意技を生かして、環境整備をしてくださる。※ これも新しく募集するボランティアです。得意技を生かして、学校を応援していただければうれしい限りです。どのボランティアも、できるときに、できるだけの活動で結構です。別紙で応募していただければ幸いです。

京都新聞への折り込みも「学校応援団」の活動ですここ何年かは、「校報いしべっ子」はＰＴＡ会員への配布でした。しかし、学校と地域とを結ぶため多くの方々の目に触れるようにしたいと考えておりましたところ、京都新聞北村商店（北村二郎さん）のご厚意により、新聞折り込みをしていただけることになりました。様々な形での、学校へのご協力をどうぞよろしくお願いします。


